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中期ビザンティン挿絵入りレクショナリーの聖者暦 

益田朋幸・海老原梨江  

 

益田は本稿に先立つ「中期ビザンティン・レクショナリー写本の挿絵研究序説」(1)にお

いて、挿絵入りレクショナリー写本研究の問題点を展望した。諸家のこれまでの研究は、

挿絵のみをとり出して、図像学的に検討することが多かったが、写本の全体像を捉える

ためには、テクストの記述、とくに後半シナクサリオンの聖者暦の分析が不可欠である。

本稿では海老原の助力を得て、具体的な方法論の提唱と、いくつかの写本において実際

の検討を行う。 

ビザンティン学の諸領域において、聖者暦の比較研究は未開拓の分野である。挿絵入

りレクショナリー写本研究にとって重要であるのみならず、聖堂壁画(2)、Menologion写

本挿絵等の研究にも不可欠である。また神学や歴史学にとっても新知見が得られよう(3)。

益田は当面、「中期ビザンティン」「挿絵入り」レクショナリーという二重の限定をつけ

て調査を進めるつもりであるが、聖者暦という観点からは、挿絵の有無を問わず、写本

のジャンル（レクショナリー、ミノロギオン等）にかかわらず、広くデータを蒐集すべ

きであろう。しかしそれは一個人の作業量を超える。 

益田のこれまでの調査では、現存する中期ビザンティン時代（9~ 13 世紀前半）の挿

絵入りレクショナリーは、以下の18写本である(4)。 

 

・パトモス島聖ヨハネ修道院Cod.70（10世紀） 

・サンクト・ペテルブルグ、国立図書館Cod.gr.21 （10世紀） 

・アトス山ラヴラ修道院Cod.A 86  (10世紀） 

・アトス山ラヴラ修道院Skevophylakion蔵写本（11世紀） 

・アトス山イヴィロン修道院Cod.1（11世紀） 

・ワシントン、Dumbarton Oaks Cod.1（11世紀） 

・ニューヨーク、ピアポント・モーガン図書館Cod. M 639（11世紀） 

・ヴァティカン図書館Cod.Vat.gr.1156（11世紀） 

・アテネ国立図書館Cod.190（11世紀） 
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本稿で比較の基準として提唱したいのは、パリ国立図書館 Cod.Paris.gr.284である。

これを我々は、11 世紀のコンスタンティノポリス総主教座が実際に用いたレクショナリ

ーであると考える(9)。総主教座レクショナリーが採用する聖人は、『大教会のティピコン』

や『コンスタンティノポリスのシナクサリオン』と比べて大幅に少なく、他の写本と比

較したときに有意な差が出やすい。総主教座本と異なる暦を採る場合、それが正教会に

対するいかなる関係を示すのか、未だ不明ではあるが、さしあたってこれを立脚点とし

つつ、挿絵入りレクショナリー4写本を検討したい。これらの脇に、コロフォンによって

年代・工房が確定される写本を並べて、同時に比較参照する。Cod.Paris.Suppl.gr.1096

は 1070年にカルコプラティアの scholeのGrammatikosたるペトロスの手になる写本

である（以下「カルコプラティア本」）。総主教座もカルコプラティアも、ほとんど隣接

する位置にあり、首都の中枢を担いながらも、その典礼の内容が微妙に異なっている点

が興味深い。 

本稿末尾には 6写本の聖者暦を附す。これを分析し

たのが表 1で、各写本の選択する聖人が一致する日数

をまとめた。6写本がすべて同一の聖人を挙げるのは1

年のうち 104日である。これを逆に言えば、1年の 3

分の 2 は各教会・修道院で、異なる典礼が行われてい

ることになる。十字架本を除いた 5 写本で祭日が一致

するのが99日、パリ本と十字架本を除いた4写本で一

致するのが 83日となる。83日中30日は、パリ本と十

字架本が同じ聖人を挙げている。総主教座本を基準に

考えると、各写本がこれと一致する日数は、パリ本227

日、十字架本129日、ヴェネツィア本 323日、ヴァテ

ィカン本305日、カルコプラティア本 317日となる。 

以上から概略判断できるのは、ヴェネツィア本、ヴ

ァティカン本、カルコプラティア本は総主教座本に近

く、パリ本はこれらとやや異なるカレンダーを採用し、

十字架本の暦は総主教座のものとは大きく異なってい

るということであろう。十字架本のモノグラフを書い

た J・C・アンダーソンは、カレンダーの特異性に言及してはいるが、『コンスタンティ

ノポリスのシナクサリオン』や『大教会のティピコン』といった大型暦と比較している

A B C D E F 日数

○ ○ ○ ○ ○ ○ 104

○ ○ ○ ○ ○ 99

○ ○ ○ ○ 53

○ △ △ ○ ○ ○ 30

○ ○ ○ △ △ △ 8

○ ○ ○ ○ ○ 8

○ ○ ○ 6

○ △ ○ △ ○ 4

○ ○ △ △ △ 4

○ ○ ○ ○ 4

○ △ △ ○ △ ○ 3

○ ○ ○ ○ 3
○ ○ ○ 3

○ △ △ ○ △ ○ 3

△ △ ○ ○ ○ 2

△ △ ○ ○ ○ 2

○ ○ △ △ 2

○ △ △ ○ △ △ 2

○ △ ○ △ △ 2

○ ○ 1

○ ○ ○ ○ ○ 1

○ ○ ○ ○ ○ 1

○ ○ ○ △ ○ △ 1

○ ○ △ ○ △ 1

○ ○ △ ○ △ 1

○ △ ○ △ ？ 1

○ ○ ○ ○ 1

○ ○ ○ △ △ ○ 1

○ ○ ○ 1

○ ○ △ △ ○ ○ 1

○ ○ △ △ △ 1

○ △ ○ △ ○ 1

○ ○ ○ △ ○ △ 1

○ ○ ○ ○ ○ 1

○ △ △ ○ ○ 1

○ ○ ○ ○ △ △ 1

○ △ ○ △ 1

○ ○ 1

○ △ △ ○ △ △ 1

○ △ ○ ○ △ ○ 1

表1 6写本における聖人選択



 86 

ため、十字架本の特性を浮かび上がらせることに成功していない(10)。マイナーな聖人に異

同があるのならまだしも、聖母神殿奉献（通例11月21日が11月20日）、洗礼者ヨハネ

誕生（通例6月24日が6月25日）といった重要な祭日が異なっている。十字架本は、

しばしば通常の暦より 1日早く、あるいは 1日遅く祭日を祝うが、少なからぬ日におい

てまったく無名の特殊な聖人を挙げている。本稿で分析した写本の中ではパリ本が十字

架本に比較的近く、163日において同一の祭日を有している。 

ヴェネツィア本、ヴァティカン本、カルコプラティア本は総主教座本に近いグループ

をなす。3写本は317日において一致しているが、そのうち 19日は総主教座と異なるカ

レンダーを採用している。これは総主教座と別の聖人を挙げるのではなく、総主教座が

挙げない聖人を加える形であることが多い。すなわち 4 写本はいずれも『大教会のティ

ピコン』ないし『コンスタンティノポリスのシナクサリオン』の圏内に収まり、聖人の

取捨選択に多少の幅があるという程度である。ヴェネツィア本とヴァティカン本が一致

するのが325日、ヴェネツィア本とカルコプラティア本の一致は345日、ヴァティカン

本とカルコプラティア本の一致は 334日で、この差はほとんど有意ではない。写字生が

明らかに誤記をした箇所も見受けられる。 

総主教座本は以下の 11日において、聖堂の献堂encainiaを祝っている。 

 

・  9 月 13日 エルサレムのキリスト復活聖堂（聖墳墓聖堂）(11) 

・  9 月 21日 Petraの聖母聖堂(12) 

・ 10 月 31日 総主教座の聖母聖堂(13) 

・ 11 月 4日 Kyrouの聖母聖堂(14) 

・ 11 月 5日 Sphorakiouの聖テオドロス聖堂(15) 

・ 12 月 1日 宮廷附属聖堂 

・ 12 月 18日 Chalkoprateiaの聖母聖堂(16) 

・ 12 月 22日 アギア・ソフィア大聖堂の開堂
アニクシア

 

・ 12 月 23日 アギア・ソフィア大聖堂の献堂 

・  5 月 1日 ネア・エクリシア(17) 

・  8 月 31日 Chalkoprateiaの聖母聖堂への聖母の腰帯安置と献堂 

 

これと同じ献堂祭日を有するのはヴェネツィア本のみである。ヴァティカン本、カル

コプラティア本がともに祝うのはこのうちの 9月21日、11月4日、12月22・23日、8
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月 31日で、カルコプラティア本はさらに 9月 13日、5月 1日の encainiaも採用する。

カルコプラティア本が 12月 18日カルコプラティアの聖母聖堂献堂を祝わないのは奇妙

であるが、他の聖堂・修道院で使用するための注文であったかも知れない。 

ヴァティカン本とヴェネツィア本の性格の近さを指摘し、両写本が一種のペアであっ

た可能性を指摘する研究者もいる(18)。両写本の暦は325日一致しているが、ヴェネツィ

ア本はカルコプラティア本とは 345 日というより高い確率で一致している。ヴェネツィ

ア本が総主教座本の encainiaを11日すべて採用しているのに対して、ヴァティカン本は

5日採るのみに過ぎない。この点からも、ヴェネツィア本がヴァティカン本の対として構

想されたのではあり得ない。 

コロフォンのない写本の制作地についてこれまでは、挿絵や彩飾の豪華さ、洗練から、

漠然と「首都コンスタンティノポリス制作」という仮説が唱えられてきた。しかしたと

えばキプロスといった遠隔地(19)はさておいて、我々は帝国各地の様式を実は知らないの

である(20)。聖者暦の検討は、写本制作地に関する新しい視点を我々にもたらしてくれる。

聖者暦中に、首都で執りおこなわれる典礼の指定が多数記されていれば、その写本は確

実に首都において、首都のパトロンのために制作されたものである。総主教座本は言わ

ずもがな、ヴェネツィア本、ヴァティカン本、カルコプラティア本はいずれも多数の首

都典礼を記録している。しかしパリ本、十字架本に採用される首都の典礼はそれに比し

て多くない。新年 9月 1日のカルコプラティアにおける聖母のシナクシスは全6写本が

採るが、アギア・ソフィアの開堂（12 月 22日）をパリ本、カルコプラティア本は採録

せず、パリ本が同献堂（12月23日）のみを祝う。7月2日聖母の衣安置は6写本が採る。

8 月 16 日は十字架本を除く 5 写本が「聖顔布（マンディリオン）の帰還とサラキノン

Sarakenon(21)への到着」を記念する(22)。8月 31日「聖母腰帯のカルコプラティアへの

安置と献堂」は 6写本が採録する。パリ本はまだ首都と直接に関わる祭日を 5日載せて

いるが、十字架本は 3 日のみで、そのすべてが聖母マリアに関わる典礼である。十字架

本の挿絵、とくに福音書記者像が優れた首都の作であることは疑いを容れないが、パト

ロンは首都以外の、聖母に関わる聖堂・修道院であった可能性を想定したい。 

以上簡単に分析した聖者暦は、レクショナリー写本研究の片翼である。挿絵の図像学

的研究、プログラムの解明と相俟って、写本の全貌は我々の前に現れるであろう。今後

聖者暦に関しては、データを集積した上で、いくつかのリセンションを確定することを

目指したい。 
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